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I 
兄弟たちよ.あなたがたが召されたのは，実に，自由を得るためで‘ある.ただ，
その自由を肉の働く機会としないで，愛をもって互いに仕えなさい.
(ガラテヤ人への手紙 5-13)
Manon Lescautの本質的意義を把握する際，次の三点から検討を加えることが出来る.
1) 愛 (amour)の観点
2) 道徳 (morale)の観点
3) 自由(liberte)の観点
第一，第二の観点については旧来度々論じられているが，私は新たに第三の観点から検
討する必要性を発見し，プレ・ロマンティスムに位置付けられるこの作品の自由(liberte)
の文学としての一面を解明しておく.
Manon Lescautは何よりも先ず人間の心情 (cceur)が取り扱われ，愛 (amour)の中での人
間の生き方が課題となっている.
心'情 (cαur)と愛 (amour)との関連からは，乙の作品を近代恋愛小説の先駆として評価
する観点が生じてくる. 美貌と魅力に溢れ奔放にして献身的な面を持つ Manonと愛 (a-
mour)故に総てを描ち宿命的に彼女に引き摺られていく leChevalier des Grieuxとの織
りなす心情 (cαur)の系譜は， 美的面のみならず情緒的面に於て共感を誘発しようとして
おり，魂 (ame)を囚にしてしまう情念 (passion)の偉大さを証明する.しかも.二重の告
白形式，即ち， le Chevalier des Grieuxが <je>の形式で告白したものを leChevalier 
des Grieuxに会った <je>が読者に告白する形式がこのロマン に信頼感を与えるとと
もに，告白形式そのものの直哉性と心情 (cceur) そのものを剥き出した告白させる真実性
とが相侯って恋愛小説としての効果を強めている.
魂 (ame)と情念 (passion)との関連からは，恋愛の観点のみならず道徳の観点が生じて
くる.Manonと leChevalier des Grieux との言動は大ロマンスであると同時に ~un e-
xemple terrible de la force des passions~ でもある.即ち，この作品は生彩を放つ恋愛の
昇華と恋愛が如何に人生を狂わすかが描かれている.ここに道徳的観点の這り込む余地が
ある.作者自身序文に於て ~L'ouvrage entier est un traite de morale， reduit agreablement 
en exercice.1)>>とこの作品を定義付けているが， Manonと leChevalier des Grieuxとの
悲劇的結末とその後の叙述をも加味して，作者が道徳的意義をこの作者に与えたことは明
白である.
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しかし，作品終部に於て ~Après ce que vous venez d'entendre， la conclusion de mon 
histoire est de si peu d'importance， qu'elle ne merite pas la peine que vous vouliez prendre 
主l'ecouter.2)::d>という但し書きもあり，道徳自体よりも作中人物 Manonと le Chevalier 
des Grieuxの激しい恋愛の道程の叙述が大部分を占めている.
作者 Antoine・Francois Prénost は軍人，僧侶，文人の経歴の中で~un anen=lurier:d>と
して信仰と放縦の聞を揺曳しており，放縦 (libertinage)と悔恨 (remord)の二面性 (doub-
lement)から思寵 (grace)による魂 (ame) の昇華への両者の内質の変化の位相が恰も完全
l乙一致しているかの如くだが，実証的見地からこの際徒らな伝記的批評は止めておく.
この作品の実態は，要するに，作者によって~un traite de morale::d>と定義付けられ
乍らも心情 (cαur)の真実な告白の系譜である.この点からして AnatoleFranceの
《乱1aisc' est quand votre livre fut五ni，l'abbe， que vous eutes ces belles idees. En agitant 
votre plume， vous futes seulement inspire par le souvenirs de vos premieres ardeurs.3):d>と
いう臆部Ijが生じている.
自由と抑圧の共存する時代背景， 17世紀より比較的自由な生活様式を持つ貴族と市井人
との描く風俗上の側而等の外存.的問題よりも，この作品にあっては， 心情 (caur)の系譜
を厳密に分析しておくことが不可欠である.
I 
Manonと leChevalier des Grieuxとの愛 (amour)は静的愛ではなく情熱的愛として描
かれている.心情 (caur)が昂揚し種々の束縛にも拘らず人間の魂 (ame)が一つの目的に
志向する際，当然，自由 (liberte)の契機が生じ得る.
この作品にあっては，愛 (amour)の発露の過程に於て自由(liberte) が存在している訳
だから，愛 (amour)の発露の原理と過程に即して乙の作品を分割し検討する.
この発露の過程は図式化すれば次の如く表わされる.
<情念>(p出 sion)ー 一一<自由>(liberte)一一<放縦>(libertinage)一一<運命>(destin)一
一<恩寵>(grace) 
これらの要素は作品の条の進行過程のJI恒序に従っているのではなく，各項明確に分立し
ているのでもない.各項互いに関連し合い乍ら微妙な消長の様相を持つ作品の内質の図式
化である.
1) <'情念>(passion)の項
情念 (passion)は， Manonと leChevalier des Grieuxが各々宗門に入りに行く道中で
偶然に出合った時からManon の死の時まで続いている.即ち~， je me trouvai enflam-
mるtoutd'un coup jusqu'au transport4) ::ð>から ~]'y pJacai J'idole de mon caur， apres av-
oir pris soin de l'enpelopper de tous mes habits， pour empecher le sable de la toucher. 
]e ne la mis dans cet e臼tqu'apres l'avoir embrassee mille fois， avec toute l'ardeur du plus 
parfait amour.5)::d>までである.この情念 (passion)は Tibergeの友情と説得によって le
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Cheva1ier des Grieuxが神学校で宗教と学問に没頭することによって中断されているが，
これは人間存在としての志向の転換であって'情念 (passion)の内質の変容ではない.
この情念 (passion)は二面に志向している.
一つは情念 (passion) の昇華の面への志向であり，悲惨な境遇の下でも展開される甘美
な世界につながっている.魂 (ame)が心情 (caur)の美的，夢幻的陶酔的面lこ誘われて思
わず這り込んでしまう世界である.M. de T.…ーはこれを次のように説明している.
~Pour 1e 1ieu， (ajouta・t-i1，)il ne faut p1us l' appeler l' Hopita1; c' est Versailles， de 
puis qu'une personne qui m仕itel' empire de tous 1es caurs y est renfermee. 6) ~ (括孤
挿入は論者による)
もう一つは情念 (p-ession)の推進力の面である.心情 (caur)に支えられた情念 (passion)
は精神 (esprit)を触発し魂 (ame)に能動性を与え，具体的な言動に結びつく.1e Cheva1ier 
des Grieuxはこれを次のように説明している.
~Je l'assurai que， sielle voulait faire quelque fond sur mon honneur et sur 1a ten-
dresse in五niequ'elle m'inspirait deja， j'emp1oierais ma vie pour 1a de1ivrer de la tyran-
nie de ses parents et pour 1a rendre heureuse. ~ 7) 
この二面をふまえた情念 (passion)がJ心情 (caur)と精神 (esprit)と相互作用を保ち乍ら
魂 (ame)を変容させていく過程において，自由(liberte)が生じ相対的な変容の様相を示
している.次の LaHarpeのこの作品に対する定義はこの聞の事情を説明しており，前述
した作者自身の定義と一致する一面の真理である.
~ ，exemp1e fr昌ppantde cette verite mora1e， qu'il n'y a point d'ame qu'une grande 
passion n' e1eve au・dessusd' elle-meme， etne rende capab1e de tout. 8) ~ 
2) <自由>(liberte)の項
1e Cheva1ier des Grieuxは貴族の家庭に育っているが， 17世紀の貴族の家庭に於けるよ
うな厳格な家門の戒律に従っておらず，父親は 1eCheva1ier des Grieux に対して寛大な
態度で接している一面があり，多少の生活，風俗上の自由 (liberte)がある Manonの方
にも金銭に対する趣味や快楽 (p1aisir)の愛好の露骨が呈示，奔放な生活態度が反映するプ
ノレジョワ的自由 (liberte)がある.保守的な家庭に育ち世間知らずの 1eCheva1ier des Gri-
eux は Manonを通して知ったプノレジョワ的自由(liberte)に当惑させられるばかりであ
る.
肯定的な要因としてであれ，否定的な要因としてであれ，時代 (temps)と環境 (mi1ieu)
は人間の心情 (caur)と精神 (esprit)に作用を及ぼすと同時に，人間の心情 (cαur)と精神
(esprit)は時代 (temps)と環境 (milieu)に作用を及ぼす.
Manonと 1eCheva1ier des Grieuxは愛 (amour)の世界を築くために情念 (passion)に
駆られて自由 (liberte)を追求する.
自由(liberte)を追求する彼等の魂 (ame)の系譜は上昇様式と下降様式を持つ.
上昇様式は自由 (liberte)一一快楽 (p1aisir)一一幸福 (bo叶leur)である.即ち次の如きで
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ある.
1) ~Elle me confessa qu'elle me trouvait aimable et qu'elle serait ravie de m'avoir 
obligation de sa liberte.9))> 
2) ~Dieux! pourquoi nommer le monde un lieu de miseres， puisqu'on y peut gouter 
de si charmantes delices ?10))> 
3) ~一一一.....Ce n'est point a moi d'exiger des raisons de votre conduite; trop c圃
ontent， trop heureux， si ma chere 恥l[anon ne m'ote point la tendresse de son cαu-
r !11))> 
下降様式は自由(liberte)一一苦悩 (douletサ一一悔恨 (remord)である.即ち，次の如き
である.
1) ~Tout ce qu'on dit de la liberte主 S[aintJ -Suplice est une chimere.12))> 
2) 一一・・・..Cependant， de quelque nature que fussent les miens， ilest certain q-
u'il devait y entrer de la douleur， du depit， de la jalousie et de la honte. 
Heuremらどiln'y fut pas entre encore plus d'amour !.13) 
2) ~ L' amour est une passion innocente; comment s' est-il change， pour moi， en une 
source de miseres et desordres ?14))> 
Manonと leChevalier des Grieuxの愛 (amour)は哲学的にはエロスであり宗教的には
肉の愛であるが，彼等の心情 (cαur) と精神 (esprit) の志向する所は各々異っている.le 
Chevalier des Grieuxは自己がどのような境地に陥っても情念 (passion) に燃え立ち，愛
(amour) を自由に求め，それに満足することが出来る Manon の方は享楽的な性向と女
としての虚栄心も入り混り，愛 (amour)以外にも快楽 (plaisir)を求める.
彼等の追求する自由(liberte)は相対的に異っており，これを図式化すると次の如くなる.
(amour) (plaisir) (liberte mentale) 
le Chevalier des Grieuxー→愛 [快楽]ー→精神的自由
ーー 乱1anon-→ 
Ie Chevalier 
(amour) (liberte mentale) 
一一愛一→精神的自由
(plaisir) (Iiberte physique) 
一一快楽一→物質的自由
は自己の立場を次のように説明している.
1) ~一一・・・. •• Vous me revoyez tel que vous me Iaissates il y a quatre mois: tou-
jours tendre， ettoujυurs m品lheureuxpar cette fatale tendresse dans laquelle je ne me 
Iasse point de chercher mon bonheur.1S) ~ 
2) <<一一ー・・・..Cen'est point a moi d'exiger des raisons de votre conduite; trop c-
on tentパropheureux， sima chere Manon ne mもtepoint la tendresse de son cαurP6)~ 
Manonは自己の立場を次のように説明している.
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1) ~: Je te jure， mon cher Chevalier， que tu est l'idole de mon cαur， et qu'il n'y 
a que toi au monde que je puisse旦imerde la facon dont je t'aime; mais ne vois-tu 
pas， ma pauvre chere ame， que， dans l'etat ou nous sommes r吋uits，c'est une sotte v-
ertu que la fidelite? Crois-tu qu'on puisse etre bien tendre lorsqu'on manque de pa-
in ?17) ~ 
2) ~G.. ..M... .l'avait recue avec une politesse et une magni五cenceau del主detou-
tes ses id正es.
Il l'avait comblee de prescnt; il lui faisait envisager un sort de reine. Elle m'as-
surait neanmoins qu'el1e ne m'oubliait pas dans cette nouvelle splendeur;18)~ 
~la proie d'une passion)> という留保付きで愛 (amour)の絶対性を認めている面では
両者は同質であるが， Manonの言葉を精神的自由 (libertementale)と物質的自由 (liberte
physique)の両面での自由 (libeぽ)の追求の必要性に受け取るとしても，両者の内質は根
本的lこ異っている面がある.即ち， le Chevalier des Grieux の自由(liberté) の追求は ~la
proie d'u凹 passion~ の裏面をなす両者の感情 (sentiment) の幹に支えられて Manon の
美貌と魅力に志向するエロス的愛のrftに於てである Manon は物心両面の自由 (liberte)
の追求の必要性の妥協点を ~la 五delité du coeur ~に置いているが，これは完全に合理性
を持ち得ず彼女の性格上の欠陥が浸潤している.彼女には ~la 五delité du coeur ~と ~le
penchant au plaisir ~を妥協させ，これが二人の悲劇的結末の低次の原因となっている.
Manonの白出(liberte)の追求は寧ろ快楽 (plaisir)のr[tに於てであると言うべき性質を41iF
びている.
両者の追求する自由 (liberte)の内質と志向の相違は， 愛 (amour)に於ける感情 (senti-
ment)の紳を損わないが，彼等の魂 (ame)の不完全さと境遇の悲惨さに作用を及ぼして
いる.
自由(liberte)の追求は本質的に秩序 (ordre)と不離する面を持っているが，彼等の追求
は不完全で‘病的な様相を呈している.
Manonと leChevalier des Grieuxの生活態度の様式は次の如く表わされる.
自由(liberte)ー 一独立 (independance)一一ー 軽薄 (frivolite)この様式は魂 (ame)の上昇様
式の勢いに乗り経過し，序々に下降形式に接近している.
この様式を踏む彼等の自由(liberte)の追求は初志を折った愛 (amour)の逃避行となり，
社会的存在者として歪つな形をとる.彼等の追求する自由(leberte)は社会と個人との葛藤
の而に於て捉えられてくる.人間の社会内存在者としての事実性と魂 (ame)の上昇様式
と下降様式に支えられた彼等の生活態度の様式とは，彼等の愛 (amour)に於ける自由(li-
berte)の追求を社会秩序に対する反抗 (revolte)!乙結び付ける.即ち，彼等の魂(主me)は
愛 (amour)!こ於ける感情 (sentiment)の幹に内化すると同時に社会に対する反抗 (revolte)
に外化している.
理性 (raison)を欠如レ情念 (passion)導lこかれた彼等の衝動的な自由(liberte)の追求
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は，彼等を放縦(libertinage) に追いやり，彼等l乙 ~une 五lle de joie~ や ~un 五ls ingrat 
et rebelle~ のレッテノレを貼ることになる.
3) <放縦>(libertinage)の項
Manonと 1eChevalier des Grieuxの白II(liberte)の追求は客観的には放縦 (libertinage)
の様相を呈している.彼等は自己の立場を次のように説明している.
Manon--→ ~Je t'adore， compte 1ふdessus;mais lais巴-moi，pour quelque temps， lemen-
agement de notre fortune. Malheur主quiva tomber dans mes五lets!Je tra-
vaille pour rendre mon Chevalier riche et heureux J19):?> 
le Chevalier des Grieux~→ ~Elle apprehende la faim. Dieux d'amour! quelle grossierete 
de sentiments! et que c'est repondre mal a ma delicatesse! 
Je ne l'ai pas apprehende， moi qui m'y expose si volontiers pour elle en ren-
oncant主mafortune et aux douceurs de la maison de mon pere;2自)>>
彼等の弁明は一見妥当性を有している如く見受けられるが，彼等の悲劇を招いたのは運
命 (destin)であると同3寺に彼等自身の魂 (ame) である.外部からの評価によって裏付け
られるものであれ.悔恨 (remord)によって裏付けられるものであれ， 放縦 (libertinage)
は必ず内部要因を持つ.彼等の追求する自由(liberte)の内質とそれに対する自己弁明は各
々異っている.愛(昌mour)自体が調和を要求する面を持つのに対し，彼等の愛 (amour)
の中での自由 (liberte)の追求の相違は，彼等の愛 (amour)に悲劇的色彩を加え，彼等の
自由 (liberte)を放縦(libertinage)に化してしまっている.彼等の放縦 (libertinage)の因
たる自由 (liberte)の不調和は二重構造を持つ.即ち，両者聞の自由 (liberte) の不調和と
各人の内部に於ける自由 (liberte)の不調和である，恋人の美貌と魅力に惹かれる余り，総
てを描って恋人の中にのみ生きることも，ノfトロンを作ることによって運命 (destin)を整
えることも，両者聞の白出 (liberte)の不調和の証左であり，各人の人格のqqこ於ける自由
(liberte)の不調和を反映している.これらの自由 (liberte)の追求の不調和性は，究極的に
は，彼等の魂 (ame)の不完全性に起因している.
Manonと leChevaI ier des Grieuxとの放縦 (libertinage)は具体的な行為 (action)に結
び付き，売春と賭博にまで達する.合理性を欠く彼等の社会に対する反抗 (revolte)は，彼
等を Saint-Lazare，Petit Chatelet， Hopital-Generalの牢獄の束縛 (restriction)に導き，流
刑と植民の荒療のアメリカ，自由 (liberte)の天地へ追いやる契機となる.
彼等は反抗 (revolte)に失敗し追放 (exiりの憂自に遭い社会的存在者としての自由(lib-
erte)は奪われるが，愛 (amour)に於ける感情 (sentiment)の幹に志向する粕神的自由(lib-
erte mentale)は外的状況の如何に拘らず脈々と続き，名誉心も社会秩序も不備のアメリカ
に於て開花している.
彼等を自由 (liberte)から放縦 (libertinage)へ導いたもの，魂 (ame)の不完全性の因と
なっているもの，それは道徳 (mora1e)と理性 (raison)である.
精神 (esprit)，感情 (sentiment)，快楽 (plaisir)，物質 (matiere)，社会 (societe)等に志向す
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る自由 (liberte)の総てを人間が合せ持つことは出来ないとしても，愛 (amour)以前の人
間存在の問題として，更に，この問題を愛 (amour) に反作用させて愛 (amour)をより良
きものにするためにも，道徳 (morale)と理性 (raison)の必要性を彼等の言動は推察させ
る.何故なら，情念 (passion)の激しさが彼等の理性 (raison)を曇らせ，情念 (passion)の
囚になった人間の心情の弱さ(lafaiblesse du cceur)が道徳 (morale)を実行に移すことを
防げ，彼等の境遇の悲劇的結末を招いているからである.
4) <運命>(destin)の項
運命 (destin)はこの作品の全体の底流をなしており，殊に，自由(Iiberte)が放縦(libe-
rtinage)に移行する過程に於て顕著である. 人間の価値追求の多様性と全面的成就の不可
能性とから運命観が生じ得るが Manonと leChevalier des Grieuxの場合，激しい自由
(liberte)の追求と幸福観に満ちた生活と裏腹に不幸な運命的境遇がつきまとい，魂 (ame)
の下降様式に於て運命観は増々強まっている.
le Chevalier des Grieuxは自己の運命 (destin)に対する意識を次の如く述べている.
~ ]e vais perdre ma fortune et ma reputation pour toi， jele prevois bien; je lis 
ma destinee dans tes beaux yeux ;21) ~ 
彼等が情念 (passion)の囚になった時から彼等の意識の中に運命 (destin)が入り込み，
情念 (passion)の勢いに乗った彼等の自由 (libeぽ)の追求は，この運命観と葛藤を演じて
いる.
これを図式化すると次の如くなる.
1) 運命 (destin)を無視する段階
<(]e t'adore， compte la-dessus; mais laisse-moi， pour quelque temps， lemenagement 
de notre fortune. 2) ~ 
2) 運命 (destin)に懇願する段階
<(0 fortune， (m'ecriai-je，) fortune cruelle! accorde-moi lC， du moins， Iamort ou la 
victoire. 23) ~ 
3) 運命 (destin)の勝利を認める段階
<(Mes malheurs sont au comble; il ne me reste plus que de m'y soumettre.24)~ 
ここで注意しておかなければならないのは，運命 (destin)の勝利は，作者のこの作品の
作成意図に支えられているが， ManonとIeChevalier des Grieuxの自由 (liberte)の追求
の全面的放棄を意味していないということである.彼等は運命 (destin)に対する服従を意
識しながらも愛 (amour)それ自体の裡に於ける自由 (liberte)は失っていない.二人の運
命 (destin)をしっかり結び付け合って， ひたすら愛し合うことの自由 (liberte)は失って
いない.
~Mais， lorsque je l'eus assuree que rien n'etait capable de me separer d'elle et que jモ-
tais dispose主lasuivre jusqu'a l'extremite du monde pour prendre soin d'elle， pour la Ser-
vir， pour l'aimer et pour attacher inseparablement ma miserable destinee a la sienne， cette 
Explication essentielle de la liberte dans “長lanonLescaut" 17 
pauvre五lese livre a des sentiments si tendress et si douloureux， que j'apprehendai que 
lque chose pour sa vie d'une si violente emotion.25) ~ 
人間の魂 (ame)の機能の裡，物質 (matiere)や社会 (societe)に志向する白山 (liberte)
を外的自由(liberteexterieure) と名付け，純粋に感情 (sentiment)や快楽 (plaisir)に志向
する自由 (liberte)を内的自由 (liberteinterieure)と名付けるならば，外的自由(liberteex-
terieure)の意識は運命 (destin)の意識に敗北しているが，内的自由(liberteinterieure)の
意識は運命 (destin)の意識に必ずしも敗北していない.
何故なら，彼等の運命 (destin)は彼等自身が望んだものであり，彼等は白己の愛 (amo・
ur)を運命的なものとして考え Manonの死罪Hこ到るまで愛 (amour)に於ける内的自由
(liberte ir前 rieure)の追求を止めていないからである.
次の文章がこの間の事情を説明している.
1) ~Son esprit，son caur， sa douceur et sa beaute formaient une chaine si forte et 
si charmante， que j'aurais mis tout mon bonheur a n'en sortir jamais. 26) ~ 
2) ~Elle me dit， apres un moment de silence， qu'elle ne prepoyait que trop qu'elle 
allait etre malheureuse， mais que c'etait apparemment la vo[onte du Ciel， puis qu'il ne 
lui laissait nul moyen de !'eviter. 27) ~ • 
5) <恩寵>(grace)の項
le Chevalier des Grieuxは愛(証mour)を自由に追求し乍らも次の如く漏らしている.
~Je ne sais ce que je suis et je ne vois pas clairement ce qu'il faut etre. 28) ~ 
彼等の追求する自由 (liberte)は真の主体性の確立の所産としてよりも情念 (passion)の
囚の所産の面が強い.この救済的解決のために，作者は魂 (ame)の上昇様式と下降様式の
極に思寵 (grace)を持ち込んでいる.
le Chevalier des Grieuxはこれを次の如く説明している.
~ Je lui fis comprendre qu'il manquait une chose a notre bonheur.一一一C'est，lui 
dis-je， de le faire approuver du Ciel.29) ~ 
彼等の理想的愛は美徳の愛 (amourvertueux)として表わされている.これは愛 (amour)
の追求に於ける内的自由 (liberte interieure) と外的自由(liberteexterieure)の聞を調整す
る理性 (raison)と道徳 (morale)の所産でもある.更に，この理性 (raison)と道徳 (morale)
の背後に恩寵 (grace) が働いている.美徳の愛 (amour vertueux) の設定を頂点として，
この作品は愛 (amour)と自由 (liberte)の問題を情念 (passion)の囚となった人間存在と恩
寵 (grace)の問題に擦り代えている AnatoleFranceもこの点を指摘して次のように述べ
ている.
~ n preparait des li vres de pitie， des trai tes destinees主confondreles incredules; car， 
je l'ai dit， il n'etait point du parti des philosophes et n'avait jamais prefere que les 
femmes a Dieu.30) ~ 
愛 (amour)の本質を道徳 (morale)と理性 (raison)で包む作者の意図からして，道
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徳 (morale)と理性 (raison)を回復した所に人間の真の自由 (liberte)があることを推察す
る余地がある.勿論，恩寵 (grace)の中の自由 (liberte)の世界が宗教学的に厳密に意味付
けられるであろうし境涯を l'abbePr針。stとして閉じた作者は当然このことを予想してい
たのかも知れないが，それ自体はこの考究に関与する所ではない.
蓋し，神と人間との関連の面としてではなく，人間と人生との関連それ自体という厳密
にして正洋たる面，即ち，流動的な時間性を帯びた面に於て捉えるならば，次のことが言
えよう.
Manonと leChevalier des Grieuxとの自由 (liberte)の追求は，失敗であると同時に成
功であった.理性 (raison)の側から言えば彼等の追求の過程は失敗の連続であり，心情
(caur)の側から言えば成功の一面がある.警え，彼等の愛 (amour)が肉の愛であっても，
愛 (amour)それ自体に於ける感情 (sentiment) の鮮に志向する自由(liberte)は脈々と続
き，魂 (ame)の下降様式の過程を経ることによって複雑化，純化し， 更に， 一面に於て
質的関連を保ち乍ら思寵 (grace)の中の自由(liberte)に止揚している.
何故なら，誤れる情念 (passion) の囚になった感情 (sentiment)と理性 (raison)を正し
く導く役割を持つのが思寵 (grace)であるとしても，次の如き至福 (felicite)の面は無視出
来なl)からである.
《一一一Prendsgarde， (lui dis-je，) prends garde， ma chere乱1anon.]e n'ai point assez 
de force pour supporter des mar que si vives de ton affection :je ne suis point accoume 
主cesexces de j01e. 0 dieu! (m'ecriai-je)， jene vous demande plus rien.]e suis assure 
du caur de Manon. Il est tel que je l'ai souhaite pour etre heureux; je ne puis ph.is c-
esser de 1モtrea present. V oila ma felicite bien etablie. 31) ~ (括孤挿入は論者による)
II 
Manon Lescaut I乙於ける自由 (liberte)の意義は意外に大きい.
Manonはこれについて次の如く述べている.
~ ;ele me confessa que， sije voyais qu~lque jour a la pouvoir mettre en liberte， elle 
croirait m'etre redevable de quelque chose de plus cher que la vie.32) ~ 
勿論，人間の魂 (ame)に於ける自由 (liberte)は，必ずしも一つの価値に志向する動的
自由ばかりでなく，自発的であり乍ら秩序 (ordre)との葛藤のない無風状態としての自由
(liberte)それ自体である静的自由もあるであろう.
この作品は究極的には思寵 (grace)の世界に入っているが，運命観lこ付・き纏われ乍らも，
動的自由を追求する境涯を呈示している.
一般的に， Manon Lescautは ]eanRacineの作品と同様に取扱われている. Manonと
le Chevalier des Grieuxの自由(liberte)の追求は情念 (passion) の囚としてであり，その
行方を恩寵 (grace)に頼っている面では明らかに ]eanRacineの作品に類似している.こ
れは自由(liberte)を追求する主体の類似性であり，近代的意味合いに於いて，自我 (moi)
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の解放の不完性を示している.
蓋し， Manon Lescautは JeanRacineの作品とは異質の面も有している.
Manon Lescautは，確かに，魂 (ame) の不完全性が自我 (moi)の解放の不完全性に結
び付き，それが逆に魂 (ame)に運命観の影を落としている. しかし， この作品は， 不完
全な魂 (ame)によってではあれ， <t le menagement de notre fortune ~を経て自由(lib­
erte)を追求することを知っている.恩寵 (grace)に自我 (moi)を完全に任せてはいても，
<tTout ce qu'on dit la liberte a S(aint)-Suplice est une chimère.33)~ 
と公言出来る勇気を持っている.
作者はこの作品を17世紀にありがちな宗教的理性で以って締め括っているが，乙の作品
に於ける名誉心 (espritd'honneur)の希薄性，秩序 (ordre)と社会 (societe)に対する反抗
(revolte)の顕在性は否めない.
次の leChevalier des Grieuxの言は，白出(liberte)一一放縦(libertinage)の系譜の而と
自由 (liberte)の権利の主張の面との接点として注目に価する.
<tPredicateurs， qui voulez me ramener a la vertu， dites-moi qu'elle est indispensable-
ment necessaire， mais ne me deguisez pas qu' eIle est sev企reet penible. 
Etablissez bien que les delices de l'amour sont passageres，qu'elle sont defendues， qu'elles 
seront SUIVleS par d'eternelIes peines，3) ~ 
この作品には名誉 (honneur)や秩序 (ordre)を離れた全く異質の世界が拡大化されてい
る.
快楽主義と結びイれ3た心情 (coeur) の臼rlな展開が呈示されている.心情 (coeur)の世
界に於いて愛(昌mour)を自由に追求し，愛 (amour)の歓喜に至福 (felicite)を感じること
の権利の主張が見受けられる.
更に，極言するならば，宗教的色彩を帯びた美徳 (vertu)以前の段階であり，一歩摩れ
れば放縦(libertinage)に流れ去る危険性を有する.微妙でぎりぎりの所にある心情 (c四 ur)
の日出 (liberte)が存在している所にこの作品の一大特性があるのだ.
Manon と le Chevalier des Grieuxの自我 (moi)の不完全性はあるが，私は Manon
Lescaut IC於ける自由(liberte) に進歩の跡を認め，意識の改革の美的表現の而に於て，作
者 l'abbePrevostの自由(liberte)の芸術家としての資質を確認するのである.
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